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宮若市宮田3673-3宮若商工会議所2Ｆ 電話：0949-32-1200 ＦＡＸ：0949-32-1205事務局 総務委員会発 行

　宮若商工会議所青年部では、
私たちの暮らすこの宮若市を魅力溢れるまちにする仲間を募集しています。様々な事業を通じ
このまちを見つめ、会員メンバーや地域の皆様と関わりながら、自分自身を成長させる場です。
少しでも、関心を持たれる方、事業に一度参加してみませんか。

募集事項 ◆宮若商工会議所の地域内の商工業者並びにその子弟、従業員。
◆２０～３９歳の方。男女は問いません。

お問い合わせ 宮若商工会議所青年部 事務局 電話:0949-32-1200

お待ちしております！
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会　長 
藤春 優二

副会長（県連）
大塚 政徳
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福岡県商工会議所青年部連合会出向者
福岡県商工会議所青年部連合会
研修委員会翔生塾　副委員長

綱　
領

指　
針

会
長 

所
信

　

宮
若
商
工
会
議
所
青
年
部
第
32
代
会
長
に
任
命
し
て
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
で
宮
若
商
工

会
議
所
青
年
部
創
部
32
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
青
年
部
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
輩
ま

た
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
団
体
、
地
域
の
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
、
伝
統
あ
る
宮
若
商

工
会
議
所
青
年
部
の
会
長
職
に
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が

会
長
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
誇
り

を
持
ち
１
年
間
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
私
が
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
感
動
は
行
動
と

と
も
に
」〜
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
〜
で
す
。
青
年
部
に

入
会
し
色
々
な
事
業
を
通
じ
て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
青
年
部
活
動
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
想
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

感
動
の
定
義
を「
人
が
深
く
心
を
動
か
す
こ
と
」と
す
る
と
、

目
標
を
立
て
物
事
に
取
組
み
そ
の
結
果
に
直
視
し
た
と
き
人

は
そ
の
目
標
に
向
っ
て
如
何
な
る
行
動
を
取
っ
た
か
で
、
こ

の
感
動
に
大
き
な
違
い
が
出
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
感
動
が
次
の
行
動
を
大
き
く
変
え
、
ま
た
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
勇
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
青
年
部
会
員
は
経

営
者
ま
た
は
経
営
に
携
わ
る
者
の
集
ま
り
で
す
。
仕
事
で
は
、

短
期
計
画
、
長
期
計
画
を
立
て
目
標
に
向
っ
て
日
々
努
力
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
青
年
部
活
動
で
も
今
ま
で
以
上
に

単
年
度
事
業
に
力
を
入
れ
つ
つ
、
こ
の
先
の
青
年
部
も
見
据

え
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
、
み
ん
な
と
よ
り
大
き
な
感
動

を
求
め
て
行
動
を
共
に
し
た
い
と
云
う
想
い
か
ら
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
に
は
今
年
度
、
宮
若
Y
E
G
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
町
お
こ
し
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
宮
若
Y
E
G
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
づ
く
り
を

一
年
か
け
て
創
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
２

つ
目
は
、
青
年
部
の
主
催
事
業
で
も
あ
る
千
石
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
を
も
っ
と
大
勢
の
地
域
の
皆
様
、
子
供
た
ち
に
参

加
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
活
性
化
と
青
年
部
活
動

を
P
R
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
度
、
青
年
部
会
員
み
ん
な
の
力
を
借
り
て
、
よ

く
学
び
、
よ
く
笑
い
、
よ
く
泣
き
、
よ
り
大
き
な
感
動
を
求

め
て
商
工
会
議
所
青
年
部
の
会
長
職
を
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

ど
う
か
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会

長
所
信
表
明
と
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

商
工
会
議
所
青
年
部
は

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る 

商
工
会
議
所
活
動
の一翼
を
担
い

次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し 

地
域
の
経
済
的
発
展
の
支
え
と
な
り

新
し
い
文
化
的
創
造
を
も
っ
て

豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
す
る 

わ
れ
わ
れ
青
年
部
は

一、 

地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し
て

 　
　

先
導
者
た
る
気
概
で
研
鑽
に
努
め
よ
う

一、国
際
社
会
の一員
で
あ
る
べ
き

 　
　

国
際
人
と
し
て
の
教
養
を
高
め
よ
う

一、豊
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に

 　
　

創
意
と
工
夫
勇
気
と
情
熱
を
傾
け
よ
う

一、文
化
を
伝
承
し
つつ
新
し
い
文
化
の

 　
　

創
造
に
向
か
っ
て
歩
を
進
め
よ
う

一、行
動
こ
そ
時
代
を
先
駆
け
る
べ
き
青
年
の

 　
　

責
務
と
信
じ
力
を
合
わ
せ
国
の
礎
と
な
ろ
う

第
32
代 

会
長

宮若商工会議所青年部201４年度組織

委 員 長
副委員長
理　   事

石 戸　浩 貴
田原 健太郎
山 本　康 雄

委 員 長
副委員長
委     員
理　   事

上田 　和也
長谷川 惠一
上 田　勝 巳
榊 原　伸 彰

委 員 長
副委員長
委     員
委     員
委     員
理　   事

石 戸　賢 志
北 原　広士
大 森　康 弘
田 原　竜 司
小玉　涼 大
福井 賢太郎

委 員 長
副委員長
委     員
委     員
委     員
理　   事

上 野　光 太
米 原　俊 輔
岩本　俊 秋
舟越 和七郎
安 永　智 俊
山 本　謙 二

委 員 長
副委員長
委     員
委     員
委     員
理　   事

大 谷　哲 也
野曽　隆 信
佐 藤　恵介
田 畑　和 廣
中 田    　進
谷 口　一 志

出向者 紹介

新入会員 紹介

賛助会員 紹介

㈲ゆりの／自動車販売・修理

〒823-0001
宮若市龍徳622
TEL 0949-23-2900

舟越 和七郎

炭火焼肉げん／飲食業

〒823-0011
宮若市宮田91-4
TEL 0949-32-8929

鎌田 隆明
㈲酒井製作所／製造業

〒823-0011
宮若市宮田641-16
TEL 0949-32-1290

酒井 一洋

福岡県商工会議所
青年部連合会翔生塾 副委員長

大塚 政徳

中田ホームズ㈲／建設業
〒823-0003
宮若市本城1090-5
TEL 0949-32-3918

中田 進
㈲セイデン／電気工事業
〒823-0013
宮若市芹田８１６－１
TEL 0949-32-9283

小玉 涼大

福岡県商工会議所
青年部連合会翔生塾 単会リーダー

竹内 一平

事務局長（会計）
竹内 一平

副会長（筆頭）
島田 耕一

監　事
足立 壮生

副会長
瓜生 直哉

総務委員会 会員拡大委員会 地域発展委員会 組織交流委員会 ものづくり委員会

直前会長
塩川 幸弘

指導員
小金丸 一哉

商
工
会
議
所
青
年
部
会
員
は
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
精
神

の
下
に
、
研
鑽
と
交
流
を
通
じ
て
、
企
業
家

精
神
を
よ
り
一
層
高
め
、
大
き
く
成
長
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。一
人
一
人
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

は
、
自
ら
の
企
業
の
発
展
を
原
点
と
し
て
、

さ
ら
に
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
考
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
若
さ
と
情
熱
を
も
っ
て
積
極

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経
済
人
と
し
て
の

自
己
実
現
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

宣言の趣旨宣言の趣旨
私
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、夢
に
挑
む
。

す
べ
て
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、

連
帯
の
証
と
な
る
。

商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
地
域
を
愛
し
、
日

本（
に
っ
ぽ
ん
）を
愛
す
る
。活
動
の
基
盤
を

地
域
に
置
き
、
独
自
の
歴
史
と
文
化
、
そ
の

地
域
の
特
性
を
十
分
活
か
し
て
、
豊
か
な
住

み
よ
い
地
域
を
創
造
し
て
い
く
。地
域
を
愛

す
る
こ
と
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
原
点
で
あ
り
、Ｙ
Ｅ

Ｇ
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
地
域
と
日
本
に

貢
献
す
る
。一
人
一
人
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
そ
し

て
若
き
企
業
家
集
団
で
あ
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
次

代
の
担
い
手
と
し
て
、
今
後
と
も
商
工
会
議

所
活
動
の
一
翼
を
担
い
、
よ
り
活
力
あ
る
地

域
と
日
本
の
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
国
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
（
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
）
は
、
す
べ
て
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
連
合
体
と

し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
の
方
針
を
踏
ま

え
、Ｙ
Ｅ
Ｇ（
若
き
企
業
家
集
団
）
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
内
外
に
示
し
、
各
地
青
年
部
の
活
動
支

援
・
調
整
、
組
織
強
化
を
行
い
、
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
地
域
の

枠
を
超
え
、
青
年
部
の
活
性
化
と
機
能
強
化

を
図
っ
て
い
く
。そ
し
て
、私
は
、ま
た
私
た

ち
は
、
全
国
的
な
交
流
を
促
進
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ

精
神
の
一
層
の
高
揚
を
図
り
、
連
帯
の
証
と

な
る
。

私
た
ち
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、

地
域
を
愛
し
、

日
本（
に
っ
ぽ
ん
）を
愛
す
る
。

私はＹＥＧとして、夢に挑む。
私たちはＹＥＧとして、地域を愛し、日本（にっぽん）を愛する。
すべてのＹＥＧは、連帯の証となる。



２０１4年度 宮若商工会議所青年部

スローガン

～新たな一歩を踏み出そう～～新たな一歩を踏み出そう～役 員 紹 介

委員長並びに担当理事 紹介

　この度、初めて会員拡大委員会の委員長という大役を仰せつかり、身の引
き締まる思いでございます。２０１４年度は、会員拡大と会員交流会の実施を
軸に活動をして参ります。会員交流会を実施し、会員の絆を深め、より一層強
い結束力で活動を行っていきたいと思っております。志高く、一人でも多くの
同志との出会いを求め会員拡大を実現させていく所存でございます。

　人の集まる所には魅力のある何かがあります。その何かは一人一人違う
物だと感じています。私が考える青年部の魅力とは「人との出会い・御縁
を頂ける」これこそ青年部の最大の魅力ではないでしょうか。
　今年度、藤春会長の元「青雲之志」をもって青年部活動に邁進して参
ります。

　本年度、藤春会長のもと地域発展委員会を担当いたします。委員長と
して責任を自覚し各事業に全力で取り組み安全かつスムーズな進行を心
がけます。常に新しいことに挑戦し失敗を恐れず行動し、青年部活動を
市民のみなさまにアピールできたら幸いです。

　私は今年度ものづくり委員長に任命され、その責任を果たすため委員
一丸となって課題に取り組み、またこの経験が自身の成長に繋がるように
意識して活動していきたいと思います。

　本年度は藤春会長のもと、総務委員会の委員長をやらせて頂く事になりま
した。会長のスローガンであります「感動は行動と共に」～新な一歩を踏み出
そう～を胸に自分自身何度でもチャレンジし失敗しても何かを学び挫折をへ
て感動できたらなと思います。1年間宜しくお願いします。

　スローガンに「感動は行動とともに」～新たな一歩を踏み出そう～と掲げ、１年間、青年部活動を邁進する所存です。その
先に、自身の成長と自社の発展があり、また、青年部会員各社の発展が地域貢献に繋がると私は信じています。
　「すべては次代を担う子供たちの為に・・・」
皆様、今年度も宮若商工会議所青年部にご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

第3２代宮若商工会議所青年部 会長　藤春 優二 ㈱藤建／建設業

　昨年に引き続き副会長を務めさせて頂きます。いままでの経験を活かし宮若商工会議所青年部の更なる発展、そして
我々の暮らす地域の為、藤春会長を先頭に会員の皆様と協力し尽力させて頂く所存でございます。皆様のご支援ご鞭撻の
程、宜しくお願い致します。好きな言葉…人生バラ色・趣味…カメラ・バイク

筆頭副会長　島田 耕一 ㈲花のバラヤ／生花小売業

　全国の商工会議所青年部では定年が平均45～50歳と年齢が高い中、宮若では定年40歳と若さあふれる会になっており
ます。そのような中で、県連・九州・全国に出向でき共に学べることを大変誇りに思います。自己研鑽や自社発展さらに、地
域発展のために共に歩んでゆける同士を募集しております。どうぞ御社様に39歳以下の方がおられましたら、入会をご検討
くださいませ。

副会長　大塚 政徳 ㈲おおつか／小売業

　本年度副会長を務めさせていただく事になりました瓜生です。関係各位の皆様には日頃から多大なるご支援ご協力頂き
有難うございます。私たち商工会議所青年部は市内の青年経済人の仲間を募集しております。若き経営者（後継者）の皆
様、我 と々一緒に勉学！また将来の宮若市の為に汗を流しましょう。

副会長　瓜生 直哉 瓜生鉄工所／金属加工業

　二年連続の事務局長（会計）としての責任を自覚し、過去の課題を見つめ直し、更に自分自身が成長出来る様、積極的に
行動することで藤春会長が掲げるスローガン「感動は行動とともに」をメンバー全員で共感し、大きな感動を求めて青年部
活動を全力で突き進みます。

事務局長　竹内 一平 ㈱竹内総合保険事務所／保険代理店

　昨年度は皆様に大変お世話になりました。宮若商工会議所青年部会長は単年度の任期であります。藤春会長は今年度１
年全力で青年部活動に邁進される事でしょう、それを支えて盛り上げていくのが私の役割だと考えています。今年も１年宮
若商工会議所青年部をどうぞ宜しくお願い致します。

直前会長　塩川 幸弘 ㈲塩川組／建設業

　藤春会長のスローガンにある『感動』を追い求め、部員のみならず、地域の皆様とも一丸となり、新たなるフロンティアの開
拓に繰り出します。子々孫々への希望となるべく、熱き血潮と情熱を青年部より波及させていく所存でございます。
　さあ、皆様、共に TRANSCEND THE LIMITS!!

監事　足立 壮生 ㈱足立工作所宮若事業本部／建設業・製缶業

石戸産業株式会社/建設業

総務委員会
委員長　石戸 浩貴

山本自動車/自動車販売・修理

総務委員会
担当理事　山本 康雄

【担当事業】
・手帳・名刺の作成　・総会の運営
・理事会・定例会の開催
・広報誌の発刊　・掲示板の管理　・翔生塾への出向

㈲宮田ショッピングサービス／保険業

会員拡大委員会
担当理事　榊原 伸彰

【担当事業】
・会員拡大
・会員交流会の開催
・翔生塾への出向

石戸産業株式会社／建設業

地域発展委員会
委員長　石戸 賢志

㈲福井製缶／鉄工・製缶業

地域発展委員会
担当理事　福井 賢太郎

【担当事業】
・フェスティバルin千石の開催    
・冬ほたるイルミネーション祭りの開催    
・新年会の開催　・翔生塾への出向    

光ルーフ／屋根工事業

組織交流委員会
委員長　上野 光太

CUT SALON YaMaMoTo／理容業

組織交流委員会
担当理事　山本 謙二

【担当事業】
・青年部お神輿の開催
・ふるさと祭りへの協力
・卒業式典の開催　・翔生塾への出向

【担当事業】
・宮若YEGものづくり　・六ヶ岳登山道整備の開催
・六ヶ岳統一登山への参加
・宮田えびす祭りへの参加　・翔生塾への出向

協和環境㈲／浄化槽管理・清掃

ものづくり委員会
委員長　大谷 哲也

三和クレーン/クレーンリース業

会員拡大委員会
委員長　上田 和也

株式会社アクセス／通信業

ものづくり委員会
担当理事　谷口 一志


